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はじめに

ここでは、このガイド『Oracle Fusion Middlewareドメイン・テンプレート・リファレンス』で使用されている、ドキュメントのアクセシビリティ機能と表記規則について説明します。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





表記規則

このドキュメントでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	斜体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 概要

このドキュメントは、Fusion Middlewareドメインおよび拡張テンプレートに関する情報を説明します。拡張テンプレートは、WebLogicドメインの作成または拡張に必要なファイルやスクリプトが含まれるJava Archive (JAR)ファイルです。

このドキュメントは次のトピックから構成されています。

	
テンプレートの種類


	
WebLogic Serverテンプレートのインストール先


	
テンプレート・ツール


	
テンプレート依存


	
テンプレートに含まれるファイル






テンプレートの種類

テンプレートには次の種類があります。

	
ドメイン・テンプレート - ドメイン内のすべてのリソースを定義しているテンプレート。インフラストラクチャ・コンポーネント、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプション、一般的な環境とオペレーティング・システムのオプションを含みます。

WebLogic Server製品をインストールすると、事前定義済の基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートがインストールされます。このテンプレートには、管理サーバーや基本的な構成情報など、WebLogicドメイン内の中核的なリソース・セットが定義されています。基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートの詳細は、「基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート」を参照してください。

ドメイン・テンプレート・ビルダーまたはpackコマンドを使用して、既存のドメインからカスタム・ドメイン・テンプレートを作成できます。ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して、既存のテンプレートからカスタム・ドメイン・テンプレートを作成することもできます。


	
拡張テンプレート - 製品コンポーネント機能やJDBCまたはJMSのようなリソースなど、既存のドメインに追加できるアプリケーションやサービスを定義しているテンプレート。

WebLogic Server製品をインストールすると、事前定義済の拡張テンプレートがいくつかインストールされます。インストールする製品によって、構成ウィザードで使用できるテンプレートが異なります。WebLogic Serverのインストールには、「WebLogic Serverテンプレート」で説明しているテンプレートが含まれます。

ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して、既存のドメインまたはテンプレートからカスタム拡張テンプレートを作成できます。


	
管理対象サーバー・テンプレート - リモート・マシン上に管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリを作成するために必要なドメイン内のリソースのサブセットを定義しているテンプレート。

packコマンドを使用すると、カスタム管理対象サーバー・テンプレートを作成できます。詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』を参照してください。









WebLogic Serverテンプレートのインストール先

次の表に、WebLogic Serverのインストールにより提供される事前定義済のテンプレートの場所を示しています。WL_HOMEは製品のインストール・ディレクトリを示します。


表1-1 テンプレートの場所

	テンプレートの種類	ディレクトリの場所
	
ドメイン

	

WL_HOME\common\templates\domains


	
拡張

	

WL_HOME\common\templates\applications












テンプレート・ツール

次の表に、テンプレートの作成に使用できるツールと、テンプレートを使用してドメインの作成や拡張を実行できるツールを示します。


表1-2 テンプレート・ツール

	目的	このツールを使用
	
ドメインの作成

	
	
構成ウィザード


	
WLSTオフライン


	
unpackコマンド





	
既存のドメインの拡張

	
	
構成ウィザード


	
WLSTオフライン





	
リモート・マシンでの新しい管理対象サーバー・ドメインの作成

	
unpackコマンド


	
ドメイン・テンプレートの作成

	
	
ドメイン・テンプレート・ビルダー


	
packコマンド


	
WLSTオフライン





	
拡張テンプレートの作成

	
ドメイン・テンプレート・ビルダー


	
管理対象サーバー・テンプレートの作成

	
packコマンド











	
注意:

ドメインの作成や拡張に使用されるすべてのツールは、構成ウィザード・フレームワークと呼ばれる基底の共通インフラストラクチャを利用します。







	
構成ウィザードの使用方法は、『構成ウィザードによるドメインの作成』を参照してください。


	
WLSTオフラインの使用方法は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』を参照してください。


	
pack/unpackコマンドの使用方法は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』を参照してください。


	
ドメイン・テンプレート・ビルダーの使用方法は、『ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成』を参照してください。









テンプレート依存

拡張テンプレートからリソースを追加する前に、ドメインにWebLogic Serverリソースがインストールされている必要があります。これが、テンプレート依存です。たとえば、製品とともに提供されるすべての拡張テンプレートは、最低限、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートにより構成されたセキュリティ・レルム・リソースおよび管理サーバーに依存します。他の拡張テンプレートは複数のテンプレートからのリソースに依存します。たとえば、WebLogic Serverサンプルをサポートするためにドメインを拡張するには、既存のドメインにすでに基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートおよびWebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートからのリソースが含まれている必要があります。

テンプレートJAR内のtemplate-info.xmlファイルは、特定のテンプレートにとってのテンプレート依存関係を定義します。依存関係は連鎖します。例:

	
テンプレートAは、そのtemplate-info.xmlファイルでテンプレートBおよびテンプレートCへの依存を定義しています。


	
テンプレートBは、そのtemplate-info.xmlファイルでテンプレートDおよびテンプレートEへの依存を定義しています。


	
テンプレートCは、そのtemplate-info.xmlファイルでテンプレートFへの依存を定義しています。




この例では、構成ウィザードのテンプレート画面でテンプレートAを選択すると、テンプレートB、C、D、EおよびFがドメインに自動的に追加されます。これらのテンプレートのいずれかがテンプレート画面に表示されている場合、それらのテンプレートのチェック・ボックスが自動的に選択された状態になります。これにより、構成ウィザードのテンプレート画面で製品テンプレートを選択すると、選択した製品に必要なリソースを構成する他のすべての製品テンプレートが、構成ウィザードによって必ず自動的に追加されます。

同様に、WLSTスクリプトでテンプレートJARを指定すると、そのテンプレートが(直接的であれ間接的であれ)依存する他のテンプレートがすべてドメインに追加されます。上の例では、WLSTスクリプトでテンプレートAを指定すると、スクリプトで明示的に指定しなくても、テンプレートB、C、D、EおよびFもドメインに追加されます。






テンプレートに含まれるファイル

どのテンプレートにも含まれる基本的なファイルはconfig.xmlおよびtemplate-info.xmlです。これらのファイルとテンプレートに含まれている追加ファイルに基づいてドメインが作成または拡張されます。次の表では、すべてのドメイン・テンプレートまたは拡張テンプレートに含まれているファイルについて説明します。


表1-3 テンプレートに含まれるファイル

	ファイル名	説明
	
製品コンポーネント・ファイル

	
個別のOracle製品コンポーネントでドメイン設定を完了するために使用される様々なファイル。このようなファイルでは、セキュリティとデフォルト・データベース設定用の情報が提供されることがあります。


	
*-jdbc.xml

	
製品コンポーネントで必要とされるJDBCシステム・リソースでドメインを設定または拡張します。テンプレートで、*-jdbc.xmlファイルはconfig\jdbcディレクトリに格納する必要があります。ドメイン内の各JDBCリソースに対して1つのXMLファイルがあります。これらのファイルは、ドメイン内にJDBCリソースがある場合のみ存在します。


	
*-jms.xml

	
製品コンポーネントで必要とされるJMSシステム・リソースでドメインを設定または拡張します。テンプレートでは、*-jms.xmlファイルはconfig\jmsディレクトリに格納する必要があります。これは、ドメインがJMSリソースを必要とする場合のみ適用します。


	
clusters.script

	
構成ウィザード・フレームワークにおけるクラスタのデフォルトの自動構成を変更するために使用されます。デフォルトでは、リソースはクラスタにターゲット指定されています。クラスタからリソースを割当て解除してから別のコンポーネントに割り当てることができます。ターゲットを指定するには、次の置換変数を使用できます。

	
%AManagedServer%: 任意の管理対象サーバー


	
%AllManagedServers%: すべての管理対象サーバーのカンマ区切りのリスト


	
%AdminServer%: 管理サーバー名


	
%Cluster%: クラスタ名


	
%ProxyServer%: プロキシ・サーバー名


	
%HTTPProxyApp%: httpプロキシ・アプリケーション定義




以下の追加の考慮事項に注意してください。

	
置換される予定のオブジェクトの名前属性を使用する必要があります。


	
「すべて」を意味するワイルドカードとしてアスタリスク(*)を使用できます。




このファイルは必要ありません。使用するときは、scriptディレクトリに配置する必要があります。このファイルが存在しない場合、デフォルトのターゲット指定が使用されます。


	
config.xml

	
テンプレートがドメインに作成または追加するリソースが定義されるファイル。テンプレートでは、config.xmlファイルはconfigディレクトリに格納する必要があります。


	
config-groups.xml

	
このファイルには、アプリケーション、サービス、サーバー、クラスタ、およびこれらのアイテム間の関連を作成するマッピングの定義が含まれます。これによって、1つのトポロジから別のトポロジに遷移するとき(1つのサーバーから複数のサーバーへの遷移、1つのサーバーから1つのクラスタへの遷移など)、機能的に関連するアプリケーションおよびサービスが単一の処理として動作できるようになります。これによって、ドメイン構成を拡張するときにアプリケーションとサービスの依存関係すべて合致することが保証されます。

注意: このファイルは決して変更しないでください。テンプレートで提供された状態のまま使用する必要があります。

アプリケーション/サービス・グループは、アプリケーションおよびサービスに関連する機能セットを指定します。アプリケーションおよびサービスは、特定のサーバーまたはクラスタ上でグループ化されます。

「ドメイン・トポロジ」セクションには、サーバーの定義や、固有のサーバーまたはグループ、あるいはサーバーやクラスタへのアプリケーションおよびサービスのターゲット指定が含まれます。これには次の定義が含まれます。

	
サーバー・グループ定義: アプリケーションとサービスのセットに関連した機能を含むサーバーを指定します。これによって、自動でクラスタを作成できるようになります。


	
クラスタ・グループ定義: アプリケーションとサービスのセットに関連した機能を含むクラスタを指定します。これによって、自動でクラスタを作成できるようになります。


	
アプリケーション/サービス・グループ・マッピング定義: アプリケーション/サービス・グループ名を介して、アプリケーション/サービス・グループを固有のサーバー、サーバーのグループ、またはクラスタにターゲット指定します。





	
database.xml

	
このファイルは、JDBCデータ・ソース定義が必要なFusion Middleware製品テンプレートにのみ含まれます。これによって、データ・ソースは、Oracleリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を介してデータをデータベース・オブジェクトへ構成およびロードするのに必要なコンポーネント・スキーマへグループ化されます。また、適用可能なデータベース・ベンダーおよびドライバも含まれるため、Fusion Middleware構成ウィザードではサポートされていないデータベースを選択する可能性がなくなります。

注意: このファイルは決して変更しないでください。テンプレートで提供された状態のまま使用する必要があります。


	
jdbc.index

	
データベースの設定に使用されるSQLスクリプトの場所を特定します。ファイルには、実行が必要な順序でスクリプトがリストされています。目的のスクリプトがテンプレートに含まれておらず、製品インストール・ディレクトリ内に存在する場合は、スクリプトを指定するパス名の中で、次のようにティルダ( ~ )文字を使用して製品インストール・ディレクトリを表すことができます。


~/integration/common/dbscripts/oracle/reporting_runtime.sql


具体的には、このティルダはstringsubs.xmlファイル内の$USER_INSTALL_DIR$変数に指定されたディレクトリ・パスを表します。

テンプレートでは、jdbc.indexファイルは_jdbc_\dbtype\dbversionディレクトリに格納する必要があります。dbtypeはOracleなどのデータベースのタイプ、dbversionは9iなどのデータベース・バージョンを示します。

データ・ソースに関連するSQLファイルのリストのほか、jdbc.indexファイルには、データ・ソースに関連付けられたカテゴリ情報が含まれます。利用可能なデフォルトのdbCategoriesは以下のとおりです。

	
p13n.jarドメイン・テンプレートの一部である、p13nDataSourceデータ・ソースに関連付けられた「Drop/Create P13Nデータベース・オブジェクトのドロップ/作成」カテゴリ。


	
wlp.jarドメイン・テンプレートの一部である、p13nDataSourceデータ・ソースに関連付けられた「Portalデータベース・オブジェクトのドロップ/作成」カテゴリ。


	
wlp_groupspacedb.jarドメイン・テンプレートの一部である、appsGroupSpaceDataSourceデータ・ソースに関連付けられた「GroupSpaceデータベース・オブジェクトのドロップ/作成」カテゴリ。




これらのすべてのテンプレートjarファイルは、WL_HOME\common\templates\applicationsディレクトリにあります。


	
jvm-config.xml

	
このファイルは、WebSphere環境のFMW製品インストール専用で、WebLogic Server環境では無視される可能性があります。


	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されます。デフォルトのAdminユーザーはドメイン・テンプレートのsecurity.xmlファイルからのみ作成できます。ただし、ドメインまたは拡張テンプレートのいずれかに含まれているsecurity.xmlファイルによってユーザー・グループとロールを作成できます。


	
startmenu.xml

	
Windowsの「スタート」メニューのエントリを作成するために使用します。


	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdおよび*.shファイルを作成するために使用します。


	
stringsubs.xml

	
ドメイン作成または拡張時に文字列置換を受け取る文字列置換値とファイルを特定します。文字列置換を受け取るファイルは、置換変数とともに事前に準備されている必要があります。ドメイン作成時または拡張時に、構成ウィザード・フレームワークはマクロを実行し、WL_HOME\common\lib\macrorules.xml (WL_HOMEはWebLogic Serverインストール・ディレクトリ)からの情報に基づいて適切な文字列置換により変数を置き換えます。


	
template-info.xml

	
テンプレート名、ソフトウェア・バージョン、テンプレートのタイプ(ドメインまたはアプリケーション)、作成者、説明などのテンプレート識別情報を提供します。このファイルには(適用する場合)テンプレート依存情報も含まれます。


	
was-variable.xml

	
このファイルは、WebSphere環境のFMW製品インストール専用で、WebLogic Server環境では無視されます。


















2 WebLogic Serverテンプレート

この章では、WebLogic Serverのインストールで提供される次のWebLogicドメイン・テンプレートについて説明します。Oracle Fusion Middleware構成ウィザードでは、「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面でこれらのテンプレートを選択することにより、ドメインを作成または拡張できます。


表2-1 Oracle WebLogic ServerおよびWorkshop for WebLogicテンプレート

	テンプレート	説明
	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート


	
基本的なWebLogic Serverドメインを作成します。


	
WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレート


	
WebLogic Serverのスターター・ドメインを作成します。


	
WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレート


	
WSRM、バッファリング、JMSトランスポートなどの高度なWebサービスに必要な機能を追加するために、既存のWebLogic Serverドメインを拡張します。


	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレート


	
非同期メッセージング、Webサービスの信頼性のあるメッセージング、メッセージ・バッファリング、Webサービスの原子性トランザクションおよびWS-SecureConversationを使用したセキュリティなどの高度なWebサービスに必要な機能を追加するためにドメインを拡張します。


	
Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート


	
Avitek Medical Recordsのサンプル・ドメインを作成するために基本WebLogic Serverドメインを拡張します。このドメインは、J2EEプラットフォームのすべての側面を示すWebLogic Serverのサンプル・アプリケーション・スイートです。


	
Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート(Springバージョン)


	
基本WebLogic Serverドメインを拡張してSpring用のAvitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成します。このドメインは、J2EEプラットフォームのすべての側面を示すWebLogic Serverのサンプル・アプリケーション・スイートです。


	
WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート


	
WebLogic Serverの導入によって新しいユーザーを支援するように設計されたWebアプリケーションで基本WebLogic Serverドメインを拡張します。Webアプリケーションを実行すると、ユーザーはWebLogic Server機能のハイライトなど、様々なトピックの情報に関する内容を確認できます。このwebアプリケーションから構成済、コンパイル済の複数のサンプルを実行することもできます。この拡張テンプレートのリソースは、WebLogic Serverサンプル・ドメインで必要です。


	
WebLogic Serverサンプル拡張テンプレート


	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートおよびWebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートのリソースに含まれるWebLogic Serverドメインを拡張して、完全なWebLogic Serverサンプル・ドメインを作成します。WebLogic Serverサンプル・ドメインには、個々のJ2EEおよびWebLogic Server APIをコード化するためのベスト・プラクティスを説明するサンプル群が含まれています。










基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート

製品をインストールすると、事前定義済の基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートが1つインストールされます。事前定義済の他のすべてのテンプレートは、基本WebLogic Serverドメインにリソース、サービス、およびアプリケーションを追加するために使用する拡張テンプレートです。これらの事前定義済テンプレートを構成ウィザードまたはWLSTとともに使用すると、ドメインの作成や拡張を簡単に行うことができます。


テンプレートの詳細

次の表には、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートの基本情報が記載されています。テンプレート名には、構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」画面および「拡張ソースの選択」画面にある製品リストに表示されたテンプレートの名前がそのまま表示されます。


表2-2 基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
ドメイン


	
テンプレート名

	
基本WebLogic Serverドメイン


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\domain\wls.jar


	
テンプレート依存

	
なし












基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス

次の表には、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートで作成されるドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。


表2-3 基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	ノート
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメインの作成に構成ウィザードまたはWLSTオフラインを使用し、管理サーバー名をデフォルト名のAdminServerとは別の名前にする場合、名前は手動で構成する必要があります。拡張テンプレートを適用した後には名前を変更できません。

構成ウィザードでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。

WLSTオフラインでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成と構成に関する項を参照してください。

次のWLSTオフライン・サンプル・コード・スニペットは、デフォルトの管理サーバー名であるAdminServerをMedRecServerに変更する方法を示しています。


#-----------------------------------#
Read the Basic WebLogic Server Domain template
readTemplate('d:/MW_HOME/wlserver_10.3/common/templates/domains/wls.jar')
#Change the Administration Server name.
cd('Servers/AdminServer')
set('Name', 'MedRecServer')
#-----------------------------------


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
これは、デフォルトの(アクティブな)WebLogic Serverセキュリティ・レルムです。管理者のユーザー・アカウントであるweblogicがこのセキュリティ・レルムに構成されます。












生成されるドメイン出力

基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートでは、簡単なWebLogic Serverドメインを作成できます。デフォルトでは、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートを使用すると、必須コンポーネント(管理サーバーと単一管理ユーザー)のみで構成されるドメインが生成されます。必要なアプリケーションは、このドメイン内で作成および構成する必要があります。

次の表は、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートで生成されるデフォルトのディレクトリ構造とファイルの定義を示しています。特に指定がないかぎり、デフォルトで構成ウィザード・フレームワークではMW_HOME\user_projects\domains\base_domainディレクトリにドメインが作成されます。デフォルトの構成設定を変更すると、その出力ディレクトリ構造は、ここに示したディレクトリ構造と異なる場合があります。


表2-4 基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートから生成される出力

	ディレクトリ	ファイル名	説明
	
user_projects\applications\base_domain\

	
該当なし

	
作成するカスタム・アプリケーション・ファイルのリポジトリとして指定されたディレクトリ。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
fileRealm.properties

	
互換性セキュリティの使用時にデフォルトのセキュリティ・レルムで使用可能なACL、ユーザー、およびグループを格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\autodeploy\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では自動デプロイメントのプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
setDomainEnv.cmd

setDomainEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムの開発環境をそれぞれ設定するために使われるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startManagedWebLogic.cmd

startManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopManagedWebLogic.cmd

stopManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopWebLogic.cmd

stopWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\config\

	
config.xml

	
管理サーバーで使用される構成情報を格納したファイル。詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のドメイン構成ファイルに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\config\deployments\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、アプリケーションのステージング・モードが「staged」の場合に、アプリケーションのステージングのために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\diagnostics\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のインストゥルメンテーションに関連付けられたシステム・モジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJDBCモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJMSモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、サーバーのJava仮想マシンの起動時にサーバーのシステム・クラスパスに追加されるJARファイルを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\nodemanager\

	
nm_password.properties

	
ノード・マネージャ・パスワード・プロパティの値を含むファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\config\security\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリには、ドメインの現在のレルムにおける各タイプのセキュリティ・プロバイダごとにセキュリティ・プロバイダ構成拡張が1つずつ含まれます。


	
user_projects\domains\base_domain\console-ext\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではWebLogic Server管理コンソールに対するカスタム拡張用のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
domain-info.xml

	
ドメインの作成と拡張の情報を識別するために使用されるファイル。情報は、ドメイン内のコンポーネントのID、ドメインで使用されるJDKとアプリケーション・ディレクトリの場所、ドメインの作成と拡張に使用されるテンプレートなどです。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdファイルおよび*.shファイルを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
tokenValue.properties

	
起動スクリプトで指定されたトークンを置き換える実際の値を含んでいるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではドメインのライブラリ用のプレースホルダとして機能します。このディレクトリ内のJARファイルは、サーバー起動時にサーバー・クラスパスの最後に動的に追加されます。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
DefaultAuthenticatorInit.ldift

DefaultRoleMapperInit.ldift

XACMLRoleMapperInit.ldift

	
認証(ユーザーとグループ)、認可、ロール・マッピングなどのブートストラップ処理で使用されるファイル。これらのファイルには、LDAP固有の情報が収められています。

注意: このリリースで作成したWebLogicドメインでは、デフォルトでXACMLプロバイダが使用されます。これらのXACMLセキュリティ・プロバイダは、WebLogic認可プロバイダ(DefaultAuthorizer)およびWebLogicロール・マッピング・プロバイダ(DefaultRoleMapper)を使用して作成されたロールおよびポリシーと互換性があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogicセキュリティ・プロバイダに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
SerializedSystemIni.dat

	
暗号化されたセキュリティ情報を格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\servers\AdminServer\security\

	
boot.properties

	
サーバーの起動に必要なユーザー名やパスワードなど、サーバーの起動プロパティを格納したファイル(暗号化形式)。これは、起動モードとして開発モードを選択した場合にのみ生成されます。

このファイルによって、サーバーの起動サイクルにおけるユーザー名とパスワードの入力を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動と停止を行うためのユーザー資格証明の指定に関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\user_staged_config\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では、管理者がドメイン内の管理対象サーバーにコピーするために必要に応じてステージングする構成情報のプレースホルダとして機能します。














WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレート

製品をインストールすると、事前定義済のWebLogic Serverドメイン・テンプレートも1つインストールされます。このテンプレートには、デフォルトのドメイン構成設定およびテンプレートの使用を開始するための「ようこそ」ページを提供するアプリケーションが含まれています。これらの事前定義済テンプレートを構成ウィザードまたはWLSTとともに使用すると、ドメインの作成や拡張を簡単に実行できます。


テンプレートの詳細

次の表には、WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートの基本情報が記載されています。


表2-5 WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
ドメイン


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\domain\wls_starter.jar


	
テンプレート依存

	
なし











WebLogic Serverスターター・ドメインで構成されるリソースとサービス

次の表には、基本WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートで作成されたドメインで構成されるリソースとサービスを示しています。


表2-6 WebLogic Serverスターター・ドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	ノート
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメインの作成に構成ウィザードまたはWLSTオフラインを使用し、管理サーバー名をデフォルト名のAdminServerとは別の名前にする場合、名前は手動で構成する必要があります。拡張テンプレートを適用した後には名前を変更できません。

構成ウィザードでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。

WLSTオフラインでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。

次のWLSTオフライン・サンプル・コード・スニペットは、デフォルトの管理サーバー名であるAdminServerをMedRecServerに変更する方法を示しています。


#-----------------------------------#
Read the Basic WebLogic Server Domain template
readTemplate('d:/MW_HOME/wlserver_10.3/common/templates/domains/wls.jar')
#Change the Administration Server name.
cd('Servers/AdminServer')
set('Name', 'MedRecServer')
#-----------------------------------


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
デフォルトの(アクティブな)WebLogic Serverセキュリティ・レルム。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
wls_starter

	
初期ドメインにデプロイしたサンプルWebアプリケーション。











生成されるドメイン出力

スターターWebLogic Serverドメイン・テンプレートでは、簡単なWebLogic Serverドメインを作成できます。デフォルトでは、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートを使用すると、必須コンポーネント(管理サーバーと単一管理ユーザー)のみで構成されるドメインが生成されます。必要なアプリケーションは、このドメイン内で作成および構成する必要があります。

次の表は、スターターWebLogic Serverドメイン・テンプレートで生成されるデフォルトのディレクトリ構造とファイルの定義を示しています。特に指定がないかぎり、デフォルトで構成ウィザード・フレームワークではMW_HOME\user_projects\domains\base_domainディレクトリにドメインが作成されます。デフォルトの構成設定を変更すると、その出力ディレクトリ構造は、ここに示したディレクトリ構造と異なる場合があります。


表2-7 WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートから生成される出力

	ディレクトリ	ファイル	説明
	
user_projects\applications\base_domain\

	
該当なし

	
作成するカスタム・アプリケーション・ファイルのリポジトリとして指定されたディレクトリ。


	
user_projects\applications\target\wl_starter\

	
wls_starter.war

	
初期ドメインにデプロイしたWebアプリケーション・ファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
fileRealm.properties

	
互換性セキュリティの使用時にデフォルトのセキュリティ・レルムで使用可能なACL、ユーザー、およびグループを格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\autodeploy\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では自動デプロイメントのプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
setDomainEnv.cmd

setDomainEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムの開発環境をそれぞれ設定するために使われるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startManagedWebLogic.cmd

startManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopManagedWebLogic.cmd

stopManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopWebLogic.cmd

stopWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\config\

	
config.xml

	
管理サーバーで使用される構成情報を格納したファイル。詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のドメイン構成ファイルに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\config\deployments\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、アプリケーションのステージング・モードが「staged」の場合に、アプリケーションのステージングのために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\diagnostics\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のインストゥルメンテーションに関連付けられたシステム・モジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJDBCモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJMSモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、サーバーのJava仮想マシンの起動時にサーバーのシステム・クラスパスに追加されるJARファイルを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\nodemanager\

	
nm_password.properties

	
ノード・マネージャ・パスワード・プロパティの値を含むファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\config\security\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリには、ドメインの現在のレルムにおける各タイプのセキュリティ・プロバイダごとにセキュリティ・プロバイダ構成拡張が1つずつ含まれます。


	
user_projects\domains\base_domain\console-ext\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではWebLogic Server管理コンソールに対するカスタム拡張用のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
domain-info.xml

	
ドメインの作成と拡張の情報を識別するために使用されるファイル。情報は、ドメイン内のコンポーネントのID、ドメインで使用されるJDKとアプリケーション・ディレクトリの場所、ドメインの作成と拡張に使用されるテンプレートなどです。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdファイルおよび*.shファイルを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
tokenValue.properties

	
起動スクリプトで指定されたトークンを置き換える実際の値を含んでいるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではドメインのライブラリ用のプレースホルダとして機能します。このディレクトリ内のJARファイルは、サーバー起動時にサーバー・クラスパスの最後に動的に追加されます。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
DefaultAuthenticatorInit.ldift

DefaultRoleMapperInit.ldift

XACMLRoleMapperInit.ldift

	
認証(ユーザーとグループ)、認可、ロール・マッピングなどのブートストラップ処理で使用されるファイル。これらのファイルには、LDAP固有の情報が収められています。

注意: このリリースで作成したWebLogicドメインでは、デフォルトでXACMLプロバイダが使用されます。これらのXACMLセキュリティ・プロバイダは、WebLogic認可プロバイダ(DefaultAuthorizer)およびWebLogicロール・マッピング・プロバイダ(DefaultRoleMapper)を使用して作成されたロールおよびポリシーと互換性があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogicセキュリティ・プロバイダに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
SerializedSystemIni.dat

	
暗号化されたセキュリティ情報を格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\servers\AdminServer\security\

	
boot.properties

	
サーバーの起動に必要なユーザー名やパスワードなど、サーバーの起動プロパティを格納したファイル(暗号化形式)。これは、起動モードとして開発モードを選択した場合にのみ生成されます。

このファイルによって、サーバーの起動サイクルにおけるユーザー名とパスワードの入力を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動と停止を行うためのユーザー資格証明の指定に関する項を参照してください。














WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTの使用により、基本WebLogic Serverドメインを容易に拡張して高度なWebサービスを使用するために必要なリソースを含めることができます。これは、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートで提供されるリソースやサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することによって行います。


テンプレートの詳細

次の表には、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートの基本情報が記載されています。


表2-8 WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
WebLogic Advanced Web Services拡張


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\applications\wls_webservice.jar


	
テンプレート依存

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












構成されるリソースとサービス

次の表は、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートで拡張されるドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。


表2-9 WebLogic Advanced Web Servicesドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはcgServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLリスニング・ポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください。


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインによって提供されたデフォルトのセキュリティ・レルムを使用します。


	
ファイル・ストア

	
WseeFileStore

	
WseeJmsServer JMSサーバーの永続ストアとして使用するファイル・ストアを追加します。このファイル・ストアは管理サーバーにターゲット指定されます。


	
SAFエージェント

	
ReliableWseeSAFAgent

	
WseeFileStoreを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。SAFエージェントによって信頼性のあるメッセージの受信と処理が制御されます。


	
JMSキュー

	
WseeMessageQueue

	
JMSキューをJMSサーバーであるWseeJMSServerに追加します。

キューは、JMSModules/モジュールの名前で、WseeJMSModuleの下にあります。


	
JMSキュー

	
WseeCallbackQueue

	
JMSキューをJMSサーバーであるWseeJMSServerに追加します。


	
JMSサーバー

	
WseeJmsServer

	
JMSサーバーをシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーであるAdminServerにターゲット指定します。












生成されるドメイン出力

次の表に、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートを基本WebLogic Serverドメインに適用した後に生成されるファイルとデフォルトのディレクトリ構造を定義します。特に指定がないかぎり、構成ウィザードでは、デフォルトでMW_HOME\user_projects\domains\base_domainディレクトリにドメインが作成されます。デフォルトの構成設定を変更すると、その出力ディレクトリ構造は、ここに示したディレクトリ構造と異なる場合があります。


表2-10 WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレート適用後の基本ドメイン

	ディレクトリ	ファイル	説明
	
user_projects\applications\base_domain\

	
非適用

	
作成するカスタム・アプリケーション・ファイルのプレースホルダとして機能するディレクトリ。


	
user_projects\applications\base_domain\

	
fileRealm.properties

	
互換性セキュリティの使用時にデフォルトのセキュリティ・レルムで使用可能なACL、ユーザー、およびグループを格納したファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\

	
URLs.dat

	
JDBCデータベースのURLを格納したファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\autodeploy\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では自動デプロイメントのプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\applications\base_domain\bin\

	
setDomainEnv.cmd

setDomainEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムのドメイン環境をそれぞれ設定するために使用されるスクリプト。


	
user_projects\applications\base_domain\bin\

	
startManagedWebLogic.cmd

startManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\applications\base_domain\bin\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\applications\base_domain\bin\

	
stopManagedWebLogic.cmd

stopManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\applications\base_domain\bin\

	
stopWebLogic.cmd

stopWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\applications\base_domain\config\

	
config.xml

	
管理サーバーで使用される構成情報を格納したファイル。詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のドメイン構成ファイルに関する項を参照してください。


	
user_projects\applications\base_domain\config\deployments\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、アプリケーションのステージング・モードが「staged」の場合に、アプリケーションのステージングのために使用されます。


	
user_projects\applications\base_domain\config\diagnostics\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のインストゥルメンテーションに関連付けられたシステム・モジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\applications\base_domain\config\jms

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJMSモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\applications\base_domain\config\jms

	
wseejmsmodule-jms.xml

	
高度なWebサービス用に構成されるドメインのグローバルJMSモジュール。


	
user_projects\applications\base_domain\config\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、サーバーのJava仮想マシンの起動時にサーバーのシステム・クラスパスに追加されるJARファイルを格納するために使用されます。


	
user_projects\applications\base_domain\config\nodemanager\

	
nm_password.properties

	
ノード・マネージャ・パスワード・プロパティの値を含むファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\config\security\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリには、ドメインの現在のレルムにおける各タイプのセキュリティ・プロバイダごとにセキュリティ・プロバイダ構成拡張が1つずつ含まれます。


	
user_projects\applications\base_domain\console-ext\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではWebLogic Server管理コンソールに対するカスタム拡張用のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\applications\base_domain\init-info\

	
domain-info.xml

	
ドメインの作成と拡張の情報を識別するために使用されるファイル。情報は、ドメイン内のコンポーネントのID、ドメインで使用されるJDKとアプリケーション・ディレクトリの場所、ドメインの作成と拡張に使用されるテンプレートなどです。


	
user_projects\applications\base_domain\init-info\

	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\init-info\

	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdファイルおよび*.shファイルを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\init-info\

	
tokenValue.properties

	
起動スクリプトで指定されたトークンを置き換える実際の値を含んでいるファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではドメインのライブラリ用のプレースホルダとして機能します。このディレクトリ内のJARファイルは、サーバー起動時にサーバー・クラスパスの最後に動的に追加されます。


	
user_projects\applications\base_domain\security\

	
DefaultAuthenticatorInit.ldift

DefaultRoleMapperInit.ldift

XACMLRoleMapperInit.ldift

	
認証(ユーザーとグループ)、認可、ロール・マッピングなどのブートストラップ処理で使用されるファイル。これらのファイルには、LDAP固有の情報が収められています。

注意: このリリースで作成したWebLogicドメインでは、デフォルトでXACMLプロバイダが使用されます。これらのXACMLセキュリティ・プロバイダは、WebLogic認可プロバイダ(DefaultAuthorizer)およびWebLogicロール・マッピング・プロバイダ(DefaultRoleMapper)を使用して作成されたロールおよびポリシーと互換性があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogicセキュリティ・プロバイダに関する項を参照してください。


	
user_projects\applications\base_domain\security\

	
SerializedSystemIni.dat

	
暗号化されたセキュリティ情報を格納したファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\servers\AdminServer\security\

	
boot.properties

	
サーバーの起動に必要なユーザー名やパスワードなど、サーバーの起動プロパティを格納したファイル(暗号化形式)。これは、起動モードとして開発モードを選択した場合にのみ生成されます。

このファイルによって、サーバーの起動サイクルにおけるユーザー名とパスワードの入力を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動と停止を行うためのユーザー資格証明の指定に関する項を参照してください。


	
user_projects\applications\base_domain\user_staged_config\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では、管理者がドメイン内の管理対象サーバーにコピーするために必要に応じてステージングする構成情報のプレースホルダとして機能します。














WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレート

WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレートでは、次の高度なWebサービスの機能をサポートするために必要なリソースが自動的に構成されます。

	
Webサービスの原子性トランザクション


	
WS-SecureConversationを使用したセキュリティ







	
注意:

2つのAdvanced Web Servicesテンプレートはそれぞれ、ドメイン内で個別にまたは一緒に使用することができます。このテンプレートは、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートが適用されたドメインに適用する場合、Advanced Web Services for JAX-WSテンプレートを適用する前にAdvanced Web Servicesテンプレートを適用する必要があります。







詳細は、『Oracle WebLogic Server JAX-WS Webサービス・スタート・ガイド』の高度なWeb Services機能のためのドメインの構成に関する項を参照してください。


テンプレートの詳細

次の表には、WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレートの基本情報が記載されています。


表2-11 WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS Extension - 10.3.3.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\applications\wls_webservice_jaxws.jar


	
テンプレート依存

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート











構成されるリソースとサービス

この表に、WebLogic Advanced Web Services for JAX-WSテンプレートで拡張されたドメインに構成されるリソースとサービスが記載されています。


表2-12 WebLogic Advanced Web Services for JAX-WSドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはcgServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLリスニング・ポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください。


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインによって提供されたデフォルトのセキュリティ・レルムを使用します。


	
JMSサーバー

	
WseeJaxwsJmsServer

	
JMSサーバーをシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
ファイル・ストア

	
WseeJaxwsFileStore

	
WseeJaxwsJmsServer JMSサーバーの永続ストアとして使用するファイル・ストアを追加します。このファイル・ストアは管理サーバーにターゲット指定されます。


	
JMSシステム・リソース

	
WseeJaxwsJmsModule

	
クラスタの分散宛先を定義します。すべての関連付けられたターゲットがJAX-WS Webサービスをサポートするために使用されます。サブデプロイメントの名前はWseeJaxwsJmsServerSubです。

注意: デフォルトでは、重み設定された分散宛先(WDD)が構成されています。クラスタ環境では、宛先を共通分散宛先(UDD)にアップグレードすることを強くお薦めします。

構成ウィザードを使用して分散宛先タイプを変更する方法については、『構成ウィザードによるドメインの作成』のJMS分散宛先タイプの選択に関する項を参照してください


	
JMSキュー

	
weblogic.wsee.BufferedRequest Queue

weblogic.wsee.BufferedRequestErrorQueue

weblogic.wsee.BufferedResponseQueue

weblogic.wsee.BufferedResponseErrorQueue

	
これらのJMSキューをJMSサーバーに追加し、WseeJaxwsJmsServerにターゲット指定します。

これらのキューは将来の使用のために予約されています。


	
SAFエージェント

	
ReliableWseeJaxwsSAFAgent

	
WseeJaxwsFileStoreを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。SAFエージェントによって信頼性のあるメッセージの受信と処理が制御されます。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.jaxws.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。ワーク・マネージャによって、スレッド・プール・リソースを定義できます。














Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTの使用により、基本WebLogic Serverドメインを容易に拡張してAvitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成できます。Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートで提供されるリソースおよびサービスを、基本WebLogic Serverドメインに追加することで、これを実現できます。

Avitek Medical Recordsサンプル・アプリケーションの詳細は、『Oracle WebLogic Serverインフォメーション・ロードマップ』のサンプル・アプリケーションおよびコード例に関する項を参照してください。


テンプレートの詳細

次の表には、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートの基本情報が記載されています。


表2-13 Avitek Medical Recordsサンプル・ドメインの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\applications\medrec.jar


	
テンプレート依存

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












構成されるリソースとサービス

次の表は、Avitek Medical Recordsサンプル拡張テンプレートで拡張されるドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。

ワーク・マネージャ・サービス(weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy)も使用可能ですが、管理サーバーのターゲットではありません。


表2-14 Avitek Medical Recordsドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはMedRecServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください。


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるデフォルト・セキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
browser-starter

	
browser-starter Webアプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
medrec

	
サンプルmedrecエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
physician

	
サンプルphysicianエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
JDBCデータ・ソース

	
MedRecGlobalDataSourceXA

	
JDBCデータ・ソースを MedRecGlobalDataSourceXA システム・リソースとして識別します。


	
JMSキュー

	
com.bea.medrec.jms.RecordToCreateQueue

com.bea.medrec.jms.PatientNotificationQueue

weblogic.wsee.DefaultQueue

	
JMSキューをJMSサーバーであるMedRecWseeJMSServerに追加します。


	
JMSサーバー

	
MedRecJMSServer

	
JMSサーバーをMedRec-jmsシステム・リソースとして追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
JMSシステム・リソース

	
MedRec-jms

	
JMSサーバー、接続ファクトリ、およびキューをJMSシステム・リソースとして使用するように追加し、リソースをMedRecServerにターゲット指定します。


	
メール・セッション

	
mail/MedRecMailSession

	
このメール・セッションを追加します。


	
SAFエージェント

	
WsrmAgent

	
MedRecWseeFileStorfileストアを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
jsf1.2@1.2.9.0

	
Java Server Facesバージョン1.2ライブラリを追加します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
jstl1.2.@1.2.0.1

	
Java standard tagging (JSTL) Version 1.2ライブラリを追加します。


	
WLDFシステム・リソース

	
MedRecWLDF

	
仕分けインジェクション用のWLDFシステム・リソースと定義されたWLDFインストゥルメンテーション監視を追加し、それらをMedRecServerにターゲット指定します。












生成されるドメイン出力

次の表に、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートを基本WebLogic Serverドメインに適用した後に生成されるファイルとデフォルトのディレクトリ構造を定義します。特に指定がないかぎり、構成ウィザードでは、デフォルトでMW_HOME\user_projects\domains\base_domainディレクトリにドメインが作成されます。デフォルトの構成設定を変更すると、その出力ディレクトリ構造は、ここに示したディレクトリ構造と異なる場合があります。


表2-15 Avitek Medical Recordsサンプル拡張テンプレート適用後の基本ドメイン

	ディレクトリ	ファイル	説明
	
user_projects\applications\base_domain\dist\

	
各種

	
各種のAvitek Medical Recordsアプリケーションの配布を含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\doc\

	
各種

	
Avitek Medical Recordsオンライン・ドキュメントを含むディレクトリとファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\lib\

	
各種

	
Avitek Medical Recordsサンプルをサポートするライブラリ・ファイルを含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\modules\

	
各種

	
Java、XML、JSP、HTMLの各種ファイルなどのAvitek Medical Recordsソース・コードを含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\

	
build.xml

	
Avitek Medical Recordsサンプル用のデータベースを設定するための対応するスクリプトで使用されるAntビルド・ファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
fileRealm.properties

	
互換性セキュリティの使用時にデフォルトのセキュリティ・レルムで使用可能なACL、ユーザー、およびグループを格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
log4j.properties

	
MedRecApp.logファイルなどのAvitek Medical Records Log4j実装を構成します。


	
user_projects\domains\base_domain\autodeploy\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では自動デプロイメントのプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
setDomainEnv.cmd

setDomainEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムの開発環境をそれぞれ設定するために使われるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startManagedWebLogic.cmd

startManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopManagedWebLogic.cmd

stopManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopWebLogic.cmd

stopWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\config\

	
config.xml

	
管理サーバーで使用される構成情報を格納したファイル。詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のドメイン構成ファイルに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\config\deployments\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、アプリケーションのステージング・モードが「staged」の場合に、アプリケーションのステージング用に使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\diagnostics\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のインストゥルメンテーションに関連付けられたシステム・モジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\diagnostics\

	
MedRecWLDF.xml

	
Avitek Medical Records診断インストゥルメンテーションの診断記述子情報。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJDBCモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
MedRec-jdbc.xml

	
Avitek Medical Recordsドメイン用のグローバルなXA JDBCデータ・ソース・モジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJMSモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
MedRec-jms.xml

	
Avitek Medical Recordsドメイン用のグローバルJMSモジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、サーバーのJava仮想マシンの起動時にサーバーのシステム・クラスパスに追加されるJARファイルを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\nodemanager\

	
nm_password.properties

	
ノード・マネージャ・パスワード・プロパティの値を含むファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\config\security\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリには、ドメインの現在のレルムにおける各タイプのセキュリティ・プロバイダごとにセキュリティ・プロバイダ構成拡張が1つずつ含まれます。


	
user_projects\domains\base_domain\console-ext\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではWebLogic Server管理コンソールに対するカスタム拡張用のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\console-ext\

	
diagnostics-console-extension.jar

	
診断機能を表示するWeblogic Server管理コンソールへの拡張を実演するファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
domain-info.xml

	
ドメインの作成と拡張の情報を識別するために使用されるファイル。情報は、ドメイン内のコンポーネントのID、ドメインで使用されるJDKとアプリケーション・ディレクトリの場所、ドメインの作成と拡張に使用されるテンプレートなどです。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdファイルおよび*.shファイルを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
tokenValue.properties

	
起動スクリプトで指定されたトークンを置き換える実際の値を含んでいるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではドメインのライブラリ用のプレースホルダとして機能します。このディレクトリ内のJARファイルは、サーバー起動時にサーバー・クラスパスの最後に動的に追加されます。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
DefaultAuthenticatorInit.ldift

DefaultAuthorizerInit.ldift

	
認証(ユーザーとグループ)、認可、ロール・マッピングなどのブートストラップ処理で使用されるファイル。これらのファイルには、LDAP固有の情報が収められています。

注意: このリリースで作成したWebLogicドメインでは、デフォルトでXACMLプロバイダが使用されます。これらのXACMLセキュリティ・プロバイダは、WebLogic認可プロバイダ(DefaultAuthorizer)およびWebLogicロール・マッピング・プロバイダ(DefaultRoleMapper)を使用して作成されたロールおよびポリシーと互換性があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogicセキュリティ・プロバイダに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\servers\AdminServer\security\

	
boot.properties

	
サーバーの起動に必要なユーザー名やパスワードなど、サーバーの起動プロパティを格納したファイル(暗号化形式)。これは、起動モードとして開発モードを選択した場合にのみ生成されます。

このファイルによって、サーバーの起動サイクルにおけるユーザー名とパスワードの入力を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動と停止を行うためのユーザー資格証明の指定に関する項を参照してください。














Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート(Springバージョン)

構成ウィザードまたはWLSTの使用により、基本WebLogic Serverドメインを容易に拡張してSpringのAvitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成することができます。Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートで提供されるリソースおよびサービスを、基本WebLogic Serverドメインに追加することで、これを実現できます。

Avitek Medical Recordsサンプル・アプリケーションの詳細は、『Oracle WebLogic Serverインフォメーション・ロードマップ』のサンプル・アプリケーションおよびコード例に関する項を参照してください。


テンプレートの詳細

次の表には、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートの基本情報が記載されています。テンプレート名には、構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」画面および「拡張ソースの選択」画面にある製品リストに表示されたテンプレートの名前がそのまま表示されます。


表2-16 Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン(Spring)の情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\applications\medrec_spring.jar


	
テンプレート依存

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート











構成されるリソースとサービス

次の表には、SpringのAvitek Medical Recordsサンプル拡張テンプレートで拡張されたドメインに構成されるリソースとサービスを示しています。


表2-17 Spring用のAvitek Medical Recordsドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはMedRecServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください。


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるセキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
browser-starter

	
browser-starter Webアプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
medrec

	
サンプルmedrecエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
physician

	
サンプルphysicianエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
JDBCデータ・ソース

	
MedRecGlobalDataSourceXA

	
JDBCデータ・ソースを MedRecGlobalDataSourceXA システム・リソースとして識別します。

プールの容量(初期): 2

プールの容量(最大): 10

プロトコル: 2フェーズ・コミット


	
JMSキュー

	
com.oracle.medrec.jms.RecordToCreateQueue

com.oracle.medrec.jms.PatientNotificationQueue

weblogic.wsee.DefaultQueue

	
これらのJMSキューをJMSサーバーのMedRecWseeJMSServerに追加します。


	
JMSサーバー

	
MedRecJMSServer

	
JMSサーバーをMedRec-jmsシステム・リソースとして追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
JMSシステム・リソース

	
MedRec-jms

	
JMSサーバー、接続ファクトリ、およびキューをJMSシステム・リソースとして使用するように追加し、リソースをMedRecServerにターゲット指定します。


	
メール・セッション

	
mail/MedRecMailSession

	
このメール・セッションを追加します。


	
SAFエージェント

	
WsrmAgent

	
ファイル・ストア、MedRecWseeFileStoreを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
jsf1.2@1.2.9.0

	
Java Server Facesバージョン1.2のライブラリを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
jstl1.2.@1.2.0.1

	
Java standard tagging (JSTL)バージョン1.2のライブラリを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
weblogic-spring#10.3.6.0@10.3.6.0

	
WebLogic Springバージョン10.3.6のライブラリを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
WLDFシステム・リソース

	
MedRecWLDF

	
このWLDFシステム・リソースを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。WLDFリソースは、ハーベスタ・メトリックおよび仕分けインジェクションのためのインストゥルメンテーション・モニターを定義します(com.oracle.medrec.admin.AdminReport)。











生成されるドメイン出力

次の表に、Spring用Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートを基本WebLogic Serverドメインに適用した後に生成されるファイルとデフォルトのディレクトリ構造を定義します。特に指定がないかぎり、構成ウィザードでは、デフォルトでMW_HOME\user_projects\domains\base_domainディレクトリにドメインが作成されます。デフォルトの構成設定を変更すると、その出力ディレクトリ構造は、ここに示したディレクトリ構造と異なる場合があります。


表2-18 Avitek Medical Recordsサンプル拡張テンプレート(Springバージョン)適用後の基本ドメイン

	ディレクトリ	ファイル	説明
	
user_projects\applications\base_domain\dist\

	
各種

	
各種のAvitek Medical Recordsアプリケーションの配布を含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\doc\

	
各種

	
Avitek Medical Recordsオンライン・ドキュメントを含むディレクトリとファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\lib\

	
各種

	
Avitek Medical Recordsサンプルをサポートするライブラリ・ファイルを含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\modules\

	
各種

	
Java、XML、JSP、HTMLの各種ファイルなどのAvitek Medical Recordsソース・コードを含むサブディレクトリがあります。














WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTの使用により、基本WebLogic Serverドメインを容易に拡張してデフォルトWebLogic Serverドメインを使用するために必要なリソースを含めることができます。これは、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートで提供されるリソースやサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することによって行います。




	
注意:

WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートをベースWebLogicドメインに適用することが、WebLogic Serverサンプル拡張テンプレートを使用するための前提条件です。







WebLogic Serverサンプル・ドメインでサポートされるサンプルの詳細は、『Oracle WebLogic Serverインフォメーション・ロードマップ』のアプリケーション・サンプルおよびコード例に関する項を参照してください。


テンプレートの詳細

次の表には、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートの基本情報が記載されています。

テンプレート依存には、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートが必要とするリソースを用意するすべてのテンプレートがリストされます。


表2-19 WebLogic Serverデフォルト・ドメインの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\applications\wls_default.jar


	
テンプレート依存

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












構成されるリソースとサービス

次の表は、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートで拡張されたドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。


表2-20 WebLogic Serverデフォルト・ドメインで構成されるリソース

	リソースの種類	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはexamplesServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください。


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるセキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
mainWebApp

	
mainWebAppアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
examplesWebApp

	
examplesWebAppアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
ejb20BeanMgedEar

	
ejb20BeanMgedEarアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
ejb30

	
ejb30アプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
stockEar

	
stockearアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
asyncServletEar

	
asyncServletEarエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
extServletAnnotationsEar

	
extServletAnnotationsEarアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jdbcRowSetsEar

	
jdbcRowSetsEarアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jspSimpleTagEar

	
jspSimpleTagEarアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
webservicesJwsSimpleEar

	
webservicesJwsSimpleEarアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
xmlBeanEar

	
xmlBeanEarアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demo

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-demoPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




接続プール設定は次のとおりです。

	
初期容量: 1


	
最大容量: 10





	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demoXA

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-demoXAPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




接続プール設定は次のとおりです。

	
初期容量: 2


	
最大容量: 10





	
デプロイ済みライブラリ

	
pubsub#1.0@1.6.0.0

	
HTTP PublisherSubscriberバージョン1.6.0.0のライブラリを追加し、管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
weblogic-sca#1.0@1.1.0.0

	
WebLogic SCAバージョン1.1.0.0のライブラリを追加し、管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済みライブラリ

	
apache-xbean.jar

	
apache-xbean.jarライブラリ依存関係をこのドメインに追加します。












生成されるドメイン出力

次の表に、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートを基本WebLogic Serverドメインに適用した後に生成されるファイルとデフォルトのディレクトリ構造を定義します。特に指定がないかぎり、構成ウィザードでは、デフォルトでMW_HOME\user_projects\domains\base_domainディレクトリにドメインが作成されます。デフォルトの構成設定を変更すると、その出力ディレクトリ構造は、ここに示したディレクトリ構造と異なる場合があります。


表2-21 WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート適用後の基本ドメイン

	ディレクトリ	ファイル	説明
	
user_projects\applications\base_domain\server\docs\

	
各種

	
オンライン・ドキュメントをサポートするためのスタイル・シートとグラフィック・ファイルを含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\server\examples\build\

	
各種

	
WebLogic Serverサンプル・デプロイメントを含みます。


	
user_projects\applications\base_domain\server\examples\src\

	
各種

	
WebLogic Serverサンプルのソース・コードと指示を含みます。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
fileRealm.properties

	
互換性セキュリティの使用時にデフォルトのセキュリティ・レルムで使用可能なACL、ユーザー、およびグループを格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
setExamplesEnv.cmd

setExamplesEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムでWebLogic Serverサンプルを使用する開発環境をそれぞれ設定するスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
startWebLogicEx.cmd

startWebLogicEx.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムでWebLogic Serverサンプル・ドメイン用の管理サーバーを起動するためにそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\autodeploy\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では自動デプロイメントのプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
setDomainEnv.cmd

setDomainEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムの開発環境をそれぞれ設定するために使われるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startManagedWebLogic.cmd

startManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopManagedWebLogic.cmd

stopManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopWebLogic.cmd

stopWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\config\

	
config.xml

	
管理サーバーで使用される構成情報を格納したファイル。詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のドメイン構成ファイルに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\config\deployments\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、アプリケーションのステージング・モードが「staged」の場合に、アプリケーションのステージングのために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\diagnostics\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のインストゥルメンテーションに関連付けられたシステム・モジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJDBCモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
examples-demo-jdbc.xml

	
WebLogic Serverデフォルト・ドメイン用のグローバルな非XA JDBCデータ・ソース・モジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
examples-demoXA-jdbc.xml

	
WebLogic Serverデフォルト・ドメイン用のグローバルなXA JDBCデータ・ソース・モジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJMSモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、サーバーのJava仮想マシンの起動時にサーバーのシステム・クラスパスに追加されるJARファイルを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\nodemanager\

	
nm_password.properties

	
ノード・マネージャ・パスワード・プロパティの値を含むファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\config\security\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリには、ドメインの現在のレルムにおける各タイプのセキュリティ・プロバイダごとにセキュリティ・プロバイダ構成拡張が1つずつ含まれます。


	
user_projects\domains\base_domain\console-ext\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではWebLogic Server管理コンソールに対するカスタム拡張用のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
domain-info.xml

	
ドメインの作成と拡張の情報を識別するために使用されるファイル。情報は、ドメイン内のコンポーネントのID、ドメインで使用されるJDKとアプリケーション・ディレクトリの場所、ドメインの作成と拡張に使用されるテンプレートなどです。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdファイルおよび*.shファイルを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
tokenValue.properties

	
起動スクリプトで指定されたトークンを置き換える実際の値を含んでいるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではドメインのライブラリ用のプレースホルダとして機能します。このディレクトリ内のJARファイルは、サーバー起動時にサーバー・クラスパスの最後に動的に追加されます。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
DefaultAuthenticatorInit.ldift

DefaultAuthorizerInit.ldift

DefaultRoleMapperInit.ldift

XACMLAuthorizerInit.ldift

XACMLRoleMapperInit.ldift

	
認証(ユーザーとグループ)、認可、ロール・マッピングなどのブートストラップ処理で使用されるファイル。これらのファイルには、LDAP固有の情報が収められています。

注意: このリリースで作成したWebLogicドメインでは、デフォルトでXACMLプロバイダが使用されます。これらのXACMLセキュリティ・プロバイダは、WebLogic認可プロバイダ(DefaultAuthorizer)およびWebLogicロール・マッピング・プロバイダ(DefaultRoleMapper)を使用して作成されたロールおよびポリシーと互換性があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogicセキュリティ・プロバイダに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
SerializedSystemIni.dat

	
暗号化されたセキュリティ情報を格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\servers\AdminServer\security\

	
boot.properties

	
サーバーの起動に必要なユーザー名やパスワードなど、サーバーの起動プロパティを格納したファイル(暗号化形式)。これは、起動モードとして開発モードを選択した場合にのみ生成されます。

このファイルによって、サーバーの起動サイクルにおけるユーザー名とパスワードの入力を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動と停止を行うためのユーザー資格証明の指定に関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\user_staged_config\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では、管理者がドメイン内の管理対象サーバーにコピーするために必要に応じてステージングする構成情報のプレースホルダとして機能します。














WebLogic Serverサンプル拡張テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTの使用により、基本WebLogic Serverドメインを容易に拡張してWebLogic Serverサンプル・ドメインを作成できます。これは、WebLogic Serverデフォルト拡張テンプレートおよびWebLogic Serverサンプル拡張テンプレートの両方に用意されているリソースとサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することによって行います。

WebLogic Serverサンプル・ドメインでサポートされるサンプルの詳細は、『Oracle WebLogic Serverインフォメーション・ロードマップ』のアプリケーション・サンプルおよびコード例に関する項を参照してください。


テンプレートの詳細

次の表には、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートの基本情報が記載されています。

テンプレート依存では、WebLogic Serverサンプル拡張テンプレートで必要となるリソースを提供するすべてのテンプレートがリストされます。テンプレートは、ドメイン内で構成される必要のある順序でリストされます。


表2-22 WebLogic Serverサンプル拡張の情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME\common\templates\applications\wls_examples.jar


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート


	
+ WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート















構成されるリソースとサービス

WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート(表2-20を参照)で構成されたリソースに加えて、WebLogic Serverサンプル拡張テンプレートでは、次の表にリストされたリソースおよびサービスが構成されます。


表2-23 WebLogic Serverサンプル・ドメインで構成される追加リソース

	リソースの種類	名前	ノート
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはexamplesServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください。


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるセキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
SamplesSearchWebApp

	
アプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
JMSサーバー

	
examplesJMSServer

	
JMSサーバーをexamples-jmsシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。

	
永続ストア: exampleJDBCStore


	
JMSメッセージ・ログ・ファイル: examplesJMSServer





	
JMSサーバー

	
WseeJMSServer

	
JMSサーバーをexamples-jmsシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。

このサーバーが、WSeeFileStore永続ストアを使用するために構成されます。


	
ファイル・ストア

	
WseeFileStore

	
WSEEJMSServer JMSサーバーおよびReliableWseeSAFAgent SAF Agentの永続ストアとして使用するファイル・ストアを追加します。このファイル・ストアはexamplesServer管理サーバーのターゲットとなります。


	
JDBCストア

	
exampleJDBCStore

	
examples-demo JDBCデータ・ソースおよびexamplesJMSServer JMSサーバーの永続ストアとして使用するようにJDBCストアを追加し、そのストアをexamplesServer管理サーバーにターゲット指定します。


	
JMSシステム・リソース

	
examples-jms

	
JMSシステム・リソース用に使用されるJMSサーバー、接続ファクトリ、キュー、およびトピックを識別します。


	
JMS接続ファクトリ

	
exampleTopic

exampleTrader

weblogic.examples.jms.QueueConnectionFactory

weblogic.examples.ejb30.QueueConnectionFactory

	
これらのコネクション・ファクトリをexamples-jmsシステム・リソースとして追加し、examplesServerサーバーにターゲット指定します。


	
JMSキュー

	
exampleQueue

jms/MULTIDATASOURCE_MDB_QUEUE

weblogic.examples.ejb30.ExampleQueue

	
これらのJMSキューをexamplesJMSServer JMSサーバーに追加します。


	
JMSキュー

	
weblogic.wsee.wseeExamplesDestinationQueue

	
このJMSキューをWseeJMSServer JMSサーバーに追加します。


	
JMSトピック

	
exampleTopic

quotes

stockTopic

	
これらのJMSトピックを追加し、examplesJMSServer JMSサーバーにターゲット指定します。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-oracleXA

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-oracleXAPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




データベース・ドライバがoracle.jdbc.xa.client.OracleXADataSourceとして構成されます。

このデータ・ソースがexamples-multiDataSource-demoXAPoolマルチ・データ・ソースにマップされます。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demoXA-2

	
管理サーバーにターゲット指定するJDBCデータ・ソースを識別します。このJDBCデータ・ソースには次の構成があります。

	
接続プール(最大): 100


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




このデータ・ソースがexamples-multiDataSource-demoXAPoolマルチ・データ・ソースにマップされます。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-multiDataSource-demoXAPool

	
管理サーバーにターゲット指定するJDBCマルチ・データ・ソースを識別します。これはフェイルオーバーのために構成され、examples-oracleXAおよびexamples-demo-XA-2データ・ソースにマップされます。


	
SAFエージェント

	
ReliableWseeSAFAgent

	
WseeFileStoreファイル・ストアを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加しますが、サーバーにはターゲット指定しません。












生成されるドメイン出力

WebLogic Serverサンプル・ドメインは、個々のJ2EE APIのコーディングにおけるベスト・プラクティスを示すサンプル集と、これらのサンプルを実行する一連のスクリプトで構成されています。WebLogic Serverデフォルト拡張テンプレートが基本ドメインに適用されると、WebLogic Serverサンプル拡張テンプレートを適用することによって、WebLogic Serverサンプル・ドメインを作成できるようになります。


表2-24 WebLogic ServerデフォルトおよびWebLogic Serverサンプル拡張テンプレート適用後の基本ドメイン

	ディレクトリ	ファイル	説明
	
user_projects\applications\base_domain\server\

	
wls_samples_overview.html

	
WebLogic Serverサンプル・オンライン・ドキュメント・ビューアを開くファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\server\docs\

	
各種

	
WebLogic Serverサンプル・オンライン・ドキュメント・ビューアをサポートするディレクトリとファイル。


	
user_projects\applications\base_domain\server\examples\build\

	
各種

	
WebLogic Serverサンプルを構築して操作するために使用する各種JavaファイルとXMLファイルを含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\applications\base_domain\server\examples\src\

	
各種

	
WebLogic Serverサンプルを構築して操作するために使用する各種Java、XML、HTMLファイルを含むサブディレクトリがあります。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
client2certs.pem

clientkey.pem

	
デモ用の証明書ファイルとキーストア・ファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
fileRealm.properties

	
互換性セキュリティの使用時にデフォルトのセキュリティ・レルムで使用可能なACL、ユーザー、およびグループを格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
setExamplesEnv.cmd

setExamplesEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムでWebLogic Serverサンプルを使用する開発環境をそれぞれ設定するスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\

	
startWebLogicEx.cmd

startWebLogicEx.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムでWebLogic Serverサンプル・ドメイン用の管理サーバーを起動するためにそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\autodeploy\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では自動デプロイメントのプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
setDomainEnv.cmd

setDomainEnv.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムの開発環境をそれぞれ設定するために使われるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startManagedWebLogic.cmd

startManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
startWebLogic.cmd

startWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを起動する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopManagedWebLogic.cmd

stopManagedWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理対象サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\bin\

	
stopWebLogic.cmd

stopWebLogic.sh

	
WindowsおよびUNIXシステムで管理サーバーを停止する際にそれぞれのシステムで使用されるスクリプト。


	
user_projects\domains\base_domain\config\

	
config.xml

	
管理サーバーで使用される構成情報を格納したファイル。詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のドメイン構成ファイルに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\config\deployments\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、アプリケーションのステージング・モードが「staged」の場合に、アプリケーションのステージングのために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\diagnostics\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のインストゥルメンテーションに関連付けられたシステム・モジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJDBCモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
examples-demo-jdbc.xml

	
WebLogic Serverサンプル・ドメイン用のグローバルな非XA JDBCデータ・ソース・モジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jdbc\

	
examples-demoXA-2-jdbc.xml

examples-demoXA-jdbc.xml

examples-multiDataSource-demoXAPool-jdbc.xml

examples-oracleXA-jdbc.xml

	
WebLogic Serverサンプル・ドメイン用のグローバルなXA JDBCデータ・ソース・モジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、(JSR-88とは異なり) JMXから直接構成できるグローバルJMSモジュールを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\jms\

	
examples-jms.xml

	
WebLogic Serverサンプル・ドメイン用のグローバルJMSモジュール。


	
user_projects\domains\base_domain\config\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではプレースホルダとして機能し、その後、サーバーのJava仮想マシンの起動時にサーバーのシステム・クラスパスに追加されるJARファイルを格納するために使用されます。


	
user_projects\domains\base_domain\config\nodemanager\

	
nm_password.properties

	
ノード・マネージャ・パスワード・プロパティの値を含むファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\config\security\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリには、ドメインの現在のレルムにおける各タイプのセキュリティ・プロバイダごとにセキュリティ・プロバイダ構成拡張が1つずつ含まれます。


	
user_projects\domains\base_domain\console-ext\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではWebLogic Server管理コンソールに対するカスタム拡張用のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
domain-info.xml

	
ドメインの作成と拡張の情報を識別するために使用されるファイル。情報は、ドメイン内のコンポーネントのID、ドメインで使用されるJDKとアプリケーション・ディレクトリの場所、ドメインの作成と拡張に使用されるテンプレートなどです。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdファイルおよび*.shファイルを作成するために使用されるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\init-info\

	
tokenValue.properties

	
起動スクリプトで指定されたトークンを置き換える実際の値を含んでいるファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\lib\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態ではドメインのライブラリ用のプレースホルダとして機能します。このディレクトリ内のJARファイルは、サーバー起動時にサーバー・クラスパスの最後に動的に追加されます。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
DefaultAuthenticatorInit.ldift

DefaultAuthorizerInit.ldift

DefaultRoleMapperInit.ldift

XACMLAuthorizerInit.ldift

XACMLRoleMapperInit.ldift

	
認証(ユーザーとグループ)、認可、ロール・マッピングなどのブートストラップ処理で使用されるファイル。これらのファイルには、LDAP固有の情報が収められています。

注意: このリリースで作成したWebLogicドメインでは、デフォルトでXACMLプロバイダが使用されます。これらのXACMLセキュリティ・プロバイダは、WebLogic認可プロバイダ(DefaultAuthorizer)およびWebLogicロール・マッピング・プロバイダ(DefaultRoleMapper)を使用して作成されたロールおよびポリシーと互換性があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogicセキュリティ・プロバイダに関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\security\

	
SerializedSystemIni.dat

	
暗号化されたセキュリティ情報を格納したファイル。


	
user_projects\domains\base_domain\servers\AdminServer\security\

	
boot.properties

	
サーバーの起動に必要なユーザー名やパスワードなど、サーバーの起動プロパティを格納したファイル(暗号化形式)。これは、起動モードとして開発モードを選択した場合にのみ生成されます。

このファイルによって、サーバーの起動サイクルにおけるユーザー名とパスワードの入力を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動と停止を行うためのユーザー資格証明の指定に関する項を参照してください。


	
user_projects\domains\base_domain\user_staged_config\

	
readme.txt

	
ディレクトリに関する情報を提供するファイル。このディレクトリは初期状態では、管理者がドメイン内の管理対象サーバーにコピーするために必要に応じてステージングする構成情報のプレースホルダとして機能します。


	
user_projects\domains\base_domain\WseeFileStore\

	
該当なし。

	
システム・リソースのファイル・ストアに使用されるディレクトリ。




















3 Fusion Middleware製品テンプレート

この章では、様々なFusion Middleware製品インストールに対して、WebLogicドメインを構成するために使用するWebLogicドメインおよび拡張テンプレートについて説明します。これらのほとんどのテンプレートについて、Oracle Fusion Middlewareの構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」または「拡張ソースの選択」画面でテンプレートを選択することで、ドメインの作成または拡張ができます。また、オフライン・モードでWebLogic Scripting Tool (WLST)を使用することで、これらのテンプレートを使用したドメインの作成または拡張ができます。詳細は、「テンプレート・ツール」を参照してください。

製品をインストールすると、製品に関連したテンプレートのみがインストールされます。この章で説明するOracle JRFテンプレートなどのようなテンプレートは複数のFusion Middleware製品のドメインに適用されます。他のテンプレートは、単一のFusion Middleware製品のドメインに適用されるため、これ以外のFusion Middleware製品インストールには含まれません。

この章では、次の項について説明します。

	
Enterprise Managerテンプレート


	
Oracle WebCenter Contentテンプレート


	
Oracle SOA Suiteテンプレート


	
Oracle Web Service Manager (OWSM)テンプレート


	
Oracle Service Busテンプレート


	
Oracle User Messaging Serviceテンプレート


	
Oracle WebCenter Portalテンプレート


	
Oracle Identity Managementテンプレート


	
Oracle Data Integratorテンプレート


	
Oracle JRFおよびJSFテンプレート




各テンプレート・セクションには、次のテンプレート情報が含まれています。

	
テンプレート・タイプ: テンプレートには、ドメインまたは拡張の2つのタイプがあります。

ドメイン・テンプレートでは、管理サーバー、クラスタ、サーバー、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプションおよびその他のオプションなど、WebLogicドメイン内のリソース一式が定義されます。特定の製品インストールは、1つのドメイン・テンプレートに基づきます。

拡張テンプレートでは、アプリケーション、ライブラリ、サービスおよびその他のオプションなどのリソースが既存のドメインに追加されます。特定の製品インストールでは、ドメインを完成させるために1つまたは複数の拡張テンプレートが必要な場合があります。

グループ・テンプレートは、テンプレート依存の集合である特別なXMLファイルです。これによって、複数の依存テンプレートを必要とするテンプレートでそれらの取得処理が簡略化されます。

構成ウィザードを使用して製品ドメインを作成する場合、インストールする製品用にドメイン・テンプレートおよび拡張テンプレートを同時に選択することができます。


	
テンプレート名とバージョン: テンプレート(製品)名とテンプレート・バージョンを示します。構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」または「拡張ソースの選択」画面でテンプレートが選択可能な場合、この名前が構成ウィザードにリストされます。


	
テンプレート依存: 特定のセクションで説明されているテンプレートで必要とされるリソースを、指定した順序でドメインに提供する前提条件テンプレートです。テンプレートの依存関係の詳細は、「テンプレートの依存関係」を参照してください。


	
テンプレートJARファイルと場所: JARファイル名とミドルウェア・ホーム・ディレクトリでの場所です。WLSTスクリプトを使用して製品ドメインを設定するときにのみ、この情報が必要になります。






Enterprise Managerテンプレート

この項では、様々なFusion Middleware製品用にWebLogicドメインにEnterprise Managerリソースを追加するときに使用されるEnterprise Managerテンプレートについて説明します。現在、3つのEnterprise Manager JARファイルがあり、このすべてのファイルはFusion Middlewareの構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」画面で製品を選択したときにインストールされます。


Oracle Enterprise Manager

このテンプレートを使用して、ドメインにOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを追加できます。Fusion Middleware Controlは、Oracle Fusion Middlewareの監視および管理に使用するWebブラウザ・ベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースです。

Oracle WebLogic Server管理コンソールとともに、Fusion Middleware Controlでは、Oracle WebLogic Serverドメイン、インストールおよび構成したOracle Fusion Middlewareコンポーネント、およびデプロイされるアプリケーションなどOracle Fusion Middlewareの環境を管理するツールが提供されます。

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのより詳細な情報は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用に関するスタート・ガイドに関する項を参照してください。




	
注意:

このテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-1 Oracle Enterprise Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
このテンプレートは、複数のテンプレートJARファイルからなります。Oracle Fusion Middlewareをインストールすると、これらのJARファイルは次のディレクトリに配置されます。

MW_HOME/oracle_common/common/applications/templates

テンプレートは、テンプレート・ディレクトリ内にある次のJARファイルからなります。

	
oracle.em_11_1_1_0_0_template.jar


	
oracle.emai_template_11.1.1.jar


	
oracle.emas_template_11.1.1.jar

















Oracle WebCenter Contentテンプレート

この項では、Oracle WebCenterの製品がインストールされているWebLogic Serverドメインを拡張(リソースを追加)するために使用されるOracle WebCenter Contentテンプレートについて説明します。Oracle WebCenter Contentドメインでは、他の製品のテンプレートも必要となる場合があります。これについては、この章の別の場所で説明しています。




	
注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。それらを決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。
Fusion Middlewareリリース11.1.1.6.0で、Oracle Enterprise Content Management Suiteの製品名は、Oracle WebCenter Contentに変更されました。スイートに含まれるいくつかの製品の名前も次のように変更されました:

	
Oracle Universal Content Management (Oracle UCM)は、Oracle WebCenter Content (WebCenter Content)に変更されました


	
Oracle Universal Records Management (Oracle URM)は、Oracle WebCenter Content: Records (Records)に変更されました


	
Oracle Imaging and Process Management (Oracle I/PM)は、Oracle WebCenter Content: Imaging (Imaging)に変更されました


	
Oracle Inbound Refinery (Oracle IBR)は、Oracle WebCenter Content: Inbound Refinery (Inbound Refinery)に変更されました




ただし、構成ウィザードのいくつかのテンプレート名では、以前の製品名が使用されています。









この項では、次のテンプレートについて説明します。

	
Oracle WebCenter Contentコア・テンプレート


	
Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレート


	
Oracle Universal Records Managementテンプレート


	
Oracle Information Rights Managementテンプレート


	
Oracle WebCenter Content: Imagingテンプレート


	
Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレート


	
Oracle WebCenter Content: AXF for BPMテンプレート


	
Oracle WebCenter Content: Imaging Viewer Cacheテンプレート


	
Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレート






Oracle WebCenter Contentコア・テンプレート

Oracle WebCenter Contentコア・テンプレートによって、Oracle WebCenter Contentヘルプ、Oracle WebCenter Content Webサービス、Oracle WebCenter Content Native WebサービスおよびDavサービスがデプロイされます。これらのサービスのデプロイメントとともに、Oracle WebCenter Content製品のOracle WebCenter Content: Recordsによって使用されるoracle.xdo.runtime共有ライブラリおよびReportPublisherライブラリも定義されます。

コア・テンプレートにより、管理対象サーバーのsetDomainEnvスクリプトもUCM_ORACLE_HOME環境変数の定義で更新され、また、idcloader.jarとnativeosutils.jarを組み込むためにこのスクリプトで定義したCLASSPATHエントリが更新され、WCC_ORACLE_HOME/ucm/idc/bin/idcCommEnvスクリプトを調達する行が追加されます。JRFおよびEnterprise Managerのテンプレートへの依存もコア・テンプレートによって定義されます。




	
注意:

このテンプレートの依存先としてリストされるOracle Enterprise Manager Plugin for UCMテンプレートは、内部テンプレートです。これは、Oracle WebCenter Contentコア・テンプレートとともに自動的に呼び出されます。このため、Oracle Enterprise Manager Plugin for UCMは、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-2 Oracle WebCenter Contentコア・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張テンプレート


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Contentコア - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager Plugin for UCM





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.ucm.core_template_11.1.1.jar












Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレート

Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレートはコア・テンプレートに依存し、デフォルトの管理対象サーバー(UCM_server1)とポート(16200)を定義してテンプレートを拡張します。また、CSDSデータ・ソースを定義して、デフォルトの管理対象サーバーと関連付けます。




	
注意:

このテンプレートの依存先としてリストされるOracle Enterprise Manager Plugin for UCMテンプレートは、内部テンプレートです。これは、Content Serverテンプレートを選択した場合、またはWLSTスクリプトでContent Serverテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、Oracle Enterprise Manager Plugin for UCMは、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-3 Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張テンプレート


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Universal Content Management - Content Server 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager Plugin for UCM


	
+ Oracle WebCenter Contentコア - 11.1.1





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.ucm.cs_template_11.1.1.jar












Oracle Universal Records Managementテンプレート

このテンプレートでは、Oracle Universal Records Managementアプリケーションが既存のドメインに追加されます。




	
注意:

このテンプレートの依存先としてリストされるOracle Enterprise Manager Plugin for UCMテンプレートは、内部テンプレートです。これは、Oracle WebCenter Contentコア・テンプレートとともに自動的に呼び出されます。このため、Oracle Enterprise Manager Plugin for UCMは、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-4 Oracle Universal Records Managementテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張テンプレート


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Universal Records Management - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager Plugin for UCM


	
+ Oracle WebCenter Contentコア・テンプレート - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.ucm.urm_template_11.1.1.jar












Oracle Information Rights Managementテンプレート

Oracle Information Rights Management (Oracle IRM)テンプレートによって、Oracle Information Rights Managementサーバー(Oracle IRMサーバー)が既存のドメインに追加されます。




	
注意:

このテンプレートの依存先としてリストされるOracle Enterprise Manager Plugin for IRMテンプレートは内部テンプレートです。これは、Oracle Information Rights Managementテンプレートを選択した場合またはWLSTスクリプトでOracle Information Rights Managementテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、Oracle Enterprise Manager Plugin for IRMは、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-5 Oracle Information Rights Managementテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Information Rights Management - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager Plugin for IRM - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.irm_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Content: Imagingテンプレート

Oracle WebCenter Content: Imagingテンプレートでは、Oracle WebCenter Content: Imagingの製品を使用したドメインの作成または拡張をする機能が提供されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-6 Oracle WebCenter Content: Imagingテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Content: Imaging - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.ipm_template_11.1.1.jar












Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレート

Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレートによって、Inbound RefineryサーバーおよびOracle WebCenter Content: Inbound Refineryアプリケーションが既存のドメインに追加されます。




	
注意:

このテンプレートの依存先としてリストされるOracle Enterprise Manager Plugin for UCMテンプレートは、内部テンプレートです。これは、Inbound Refineryテンプレートを選択した場合またはInbound RefineryテンプレートをWLSTスクリプトで指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、Oracle Enterprise Manager Plugin for UCMテンプレートは、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-7 Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Content - Inbound Refinery - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager Plugin for UCM


	
Oracle WebCenter Contentコア - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.ucm.ibr_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Content: AXF for BPMテンプレート

Oracle WebCenter Content: AXF for BPMテンプレートによって、BPM用Oracle Application Extension Framework (AXF)をOracle WebCenter Content: Imagingと併用するために、ドメインにリソースが追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-8 Oracle WebCenter Content: AXF for BPMテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Content: AXF for BPM - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle WebCenter Content: Imaging - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.axf_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Content: Imaging Viewer Cacheテンプレート

Oracle WebCenter Content: Imaging Viewer Cacheテンプレートによって、Imaging Viewer CacheをOracle WebCenter Content: Imagingと併用するために、ドメインへリソースが追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-9 Oracle WebCenter Content: Imaging Viewer Cacheテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Content: Imaging Viewer Cache - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle WebCenter Content: Imaging - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.ipm.vc_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレート

Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレートでは、Captureの製品を使用してドメインの作成または拡張をする機能が提供されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-10 Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Enterprise Capture - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.capture_template_11.1.1.jar














Oracle SOA Suiteテンプレート

この項では、次のOracle SOA Suiteテンプレートについて説明します。

	
Oracle SOA Suiteテンプレート


	
Oracle Business Activity Monitorテンプレート


	
Oracle Business Rules拡張テンプレート


	
Oracle User Messaging Service for SOAテンプレート


	
Oracle SOA Suite for Developersテンプレート






Oracle SOA Suiteテンプレート

Oracle SOA Suiteテンプレートでは、データ・ソース、Java Messaging Service (JMS)、アプリケーション(SOAインフラストラクチャ、Oracle BPM WorklistおよびOracle B2Bユーザー・インタフェース)、およびJCAアダプタ(ファイル、FTP、ソケット、データベース、アドバンスト・キューイング(AQ)、JMS、Oracle ApplicationsおよびMQシリーズ)が構成されます。

次の表には、Oracle SOA Suiteテンプレートの基本情報が記載されています。


表3-11 Oracle SOA Suiteテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle SOA Suite - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Business Rules Extension - 11.1.1


	
+ Oracle User Messaging Service for SOA - 11.1.1.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.soa_11.1.1_template.jar












Oracle Business Activity Monitorテンプレート

Oracle BAMテンプレートによって、Oracle BAM ServerとOracle BAM Webアプリケーション層が構成されます。

次の表には、Oracle BAMテンプレートの基本情報が記載されています。


表3-12 Oracle Business Activity Monitorテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Business Activity Monitor - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle User Messaging Service - 11.1.1.0


	
+ Oracle Business Rules Extension - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.bam_11.1.1_template.jar












Oracle Business Rules拡張テンプレート

Oracle Business Rules拡張テンプレートでは、Oracle Business Rulesコンポーネントとoracle.rulesライブラリが構成されます。

次の表には、Oracle Business Rules拡張テンプレートの基本情報が記載されています。


表3-13 Oracle Business Rules拡張テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Business Rules Extension - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.rules_template_11.1.1.jar












Oracle User Messaging Service for SOAテンプレート

Oracle User Messaging Service for SOAテンプレートは、Oracle User Messaging ServiceおよびOracle User Messaging Service Driversテンプレートを1つの簡素化されたSOA依存にまとめたグループ・テンプレートです。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-14 Oracle User Messaging Service for SOAテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
グループ・テンプレート


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle User Messaging Service for SOA - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle User Messaging Service - 11.1.1.0


	
Oracle User Messaging Service Drivers - 11.1.1.0





	
テンプレート・グループ・ファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/templates/groups/oracle.ums.soa_group_11.1.1.xml












Oracle SOA Suite for Developersテンプレート

Oracle SOA Suite for Developersテンプレートは、開発者がメモリー機能の低いホスト(ラップトップなど)で使用するために提供されます。




	
注意:

Oracle SOA Suite for Developersは、管理サーバー上で実行されますが、管理対象サーバー(soa_server1など)上で実行されません。







次の表には、SOA Suite for Developersテンプレートの基本情報が記載されています。


表3-15 Oracle SOA Suiteテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle SOA Suite for Developers - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Business Rules Extension - 11.1.1


	
+ Oracle User Messaging Service for SOA - 11.1.1.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.soa_template_developer_11.1.1.jar














Oracle Web Service Manager (OWSM)テンプレート

この項では、OWSMリソースを様々なFusion Middleware製品ドメインに追加するために提供されるOWSMテンプレートについて説明します。「Oracle WSM Policy Managerテンプレート」で説明しているように、現在1つのOWSMテンプレートが使用できます。




	
注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。それらを決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。









Oracle WSM Policy Managerテンプレート

WSM PMテンプレートは、WSM Policy Manager Java EEアプリケーションのデプロイおよび構成に使用されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-16 Oracle WSM Policy Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.wsmpm_template_11.1.1.jar














Oracle Service Busテンプレート

この項では、Oracle Service Busを使用して既存ドメインを作成または拡張するために使用されるOracle Service Busテンプレートを説明します。

Oracle Service Busがサポートするデプロイメント・トポロジの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busデプロイメント・ガイド』のOracle Service Busデプロイメント・トポロジに関する項を参照してください。

この項では、次のテンプレートについて説明します。

	
Oracle Service Bus for developersテンプレート(管理者専用トポロジ)


	
Oracle Service Busテンプレート(クラスタおよび管理対象サーバー・トポロジ)


	
Oracle Service Bus OWSM拡張テンプレート






Oracle Service Bus for developersテンプレート(管理者専用トポロジ)

このテンプレートは、開発で使用されるように設計されており、Oracle WebLogic Serverドメインを作成/拡張し、Oracle Service Busを管理サーバー上でのみデプロイします。このテンプレートには、他の機能に共通する、Oracle Service Bus管理コンソールのWebアプリケーションおよびデフォルトJMSレポーティング・プロバイダが含まれます。

JMSレポーティング・プロバイダを使用しない場合、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド』のJMSレポーティング・プロバイダをターゲットに指定しない方法に関する項を参照してください。




	
注意:

このテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-17 Oracle Service Bus for developersテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Service Bus for developers - 11.1.1.7


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張 - 10.3.6.0


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
このテンプレートは、複数のテンプレートJARファイルからなります。Oracle Service Busをインストールすると、これらのJARファイルは次のディレクトリに配置されます。

OSB_ORACLE_HOME/common/templates/applications

テンプレートは、テンプレート・ディレクトリ内にある次のJARファイルからなります。

	
wlsb_single_server.jar


	
wlsb_base.jar


	
oracle.soa.common.adapters_template_11.1.1.jar















Oracle Service Busテンプレート(クラスタおよび管理対象サーバー・トポロジ)

このテンプレートは、テストおよび本番で使用されるように設計されており、Oracle Service Busを使用してOracle WebLogic Serverドメインを作成または拡張します。このテンプレートは、ドメイン・トポロジに応じて、管理サーバー上ではOracle Service Bus管理機能を、クラスタまたは管理対象サーバー上ではランタイム機能をデプロイします。このテンプレートには、他の機能に共通する、Oracle Service Bus管理コンソールのWebアプリケーションおよびデフォルトJMSレポーティング・プロバイダが含まれます。

管理対象サーバーとクラスタ・トポロジを混在することはできません。どちらか一方を使用する必要があります。

本番の使用ではクラスタ・トポロジをお薦めします。管理対象サーバー・トポロジは、高可用性の構成を提供しないため、本番ではお薦めできません。

JMSレポーティング・プロバイダを使用しない場合、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド』のJMSレポーティング・プロバイダをターゲットに指定しない方法に関する項を参照してください。




	
注意:

このテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-18 Oracle Service Busテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Service Bus - 11.1.1.7


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張 - 10.3.6.0


	
+ Oracle JRF - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
このテンプレートは、複数のテンプレートJARファイルからなります。Oracle Service Busをインストールすると、これらのJARファイルは次のディレクトリに配置されます。

OSB_ORACLE_HOME/common/templates/applications

テンプレートは、テンプレート・ディレクトリ内にある次のJARファイルからなります。

	
wlsb.jar


	
wlsb_base.jar


	
oracle.soa.common.adapters_template_11.1.1.jar















Oracle Service Bus OWSM拡張テンプレート

このテンプレートは、ビジネスおよびプロキシ・サービスでOracle Web Services Managerポリシーを使用してOracle Service Busドメインを拡張します。

OWSMセキュリティ・ポリシーをOracle Service Busと併用するためにこのテンプレートを追加する必要があります。

重要: Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用してこのテンプレートを含むOracle Service Busドメインを作成する場合、適切な依存関係の要件を満たすため、「Oracle Service Bus for developers - 11.1.1.7」または「Oracle Service Bus - 11.1.1.7」のいずれかを選択した後ではじめてこのテンプレートを選択することが重要です。




	
注意:

このテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。







次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-19 Oracle Service Bus OWSM拡張テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Service Bus OWSM拡張 - 11.1.1.7


	
テンプレート依存

	
	
基本WebLogic Serverドメイン


	
+ Oracle Service Bus for developers 11.1.1.7(および依存先)

または

Oracle Service Bus - 11.1.1.7(および依存先)


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0




注意: Oracle Service Busと共に使用するためにOWSMセキュリティ・ポリシーを作成および管理する場合、ドメインにOracle WSM Policy Managerテンプレートも含める必要があります。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
OSB_ORACLE_HOME/common/templates/applications/wlsb_owsm.jar














Oracle User Messaging Serviceテンプレート

この項では、次のOracle User Messaging Serviceテンプレートについて説明します。

	
Oracle User Messaging Serviceテンプレート


	
Oracle User Messaging Service Driversテンプレート


	
Oracle User Messaging Service Worklist Driverテンプレート


	
Oracle WebLogic Communications Service Client Library拡張テンプレート




	
注意:

構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」および「拡張ソースの選択」画面にある製品リストからは、Oracle User Messaging Serviceテンプレートの表示または選択ができません。
この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。それらを決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。














Oracle User Messaging Serviceテンプレート

Oracle User Messaging Serviceテンプレートでは、Oracle User Messaging Serviceが構成されます。このコンポーネントはOracle SOA Suiteの一部であり、電子メール、IM、SMSやボイスなどのメッセージング・チャネルを使用してエンド・ユーザーとの間でアラートおよび通知を送受信するためのサービスを提供します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-20 Oracle User Messaging Serviceテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle User Messaging Service - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Business Rules Extension - 11.1.1.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.ums_template_11.1.1.jar












Oracle User Messaging Service Driversテンプレート

Oracle User Messaging Service Driversテンプレートでは、IM (XMPP)、SMS (SMPP)およびボイス(VoiceXML)用のOracle User Messaging Serviceドライバが構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-21 Oracle User Messaging Service Driversテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle User Messaging Service Drivers - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle User Messaging Service - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.ums.drivers_template_11.1.1.jar












Oracle User Messaging Service Worklist Driverテンプレート

Oracle User Messaging Service Driverテンプレートでは、Oracle User Messaging Service Worklistドライバが構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-22 Oracle User Messaging Service Worklistテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle User Messaging Service Worklist Driver - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
Oracle User Messaging Service - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.ums.driver.worklist_template_11.1.1.jar












Oracle WebLogic Communications Service Client Library拡張テンプレート

Oracle WebLogic Communications Service Client Library拡張テンプレートでは、Oracle WebLogic Communications Service Client Libraryが構成されます。このライブラリは、Web Serviceクライアントのために、Oracle WebLogic Communications Serviceのプレゼンス、メッセージング、コンタクト管理およびサード・パーティ・コール・サービスを提供します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-23 Oracle WebLogic Communications Service Client Library拡張テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebLogic Communications Service Client Library拡張 - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.communications.client_template_11.1.1.jar














Oracle WebCenter Portalテンプレート

この項では、次のOracle WebCenter Portalテンプレートについて説明します。

	
Oracle WebCenter Portal: WebCenter Portalテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Portlet Producersテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Discussions Serverテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Custom Portalテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Custom Services Producerテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Analyticsテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Activity Graphテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Pagelet Producerテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Personalization Serverテンプレート


	
Oracle WebCenter Portal: Services Portletsテンプレート






Oracle WebCenter Portal: WebCenter Portalテンプレート

WebCenter Portal(旧称: Oracle WebCenter Spaces)テンプレートでは、WC_Spaces管理対象サーバーが追加され、WebCenter Portalアプリケーションおよび必要なライブラリがデプロイされます。Oracle WebCenter Portal Helpアプリケーションもデプロイされ、MDSおよびOracle WebCenter PortalのスキーマにアクセスするためのJDBCデータ・ソースが追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-24 WebCenter Portalテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Spaces - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle WebCenter Framework


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle WebCenter Spaces - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_spaces_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Portlet Producersテンプレート

Oracle WebCenter PortalのPortlet Producersテンプレートでは、WC_Portlet管理対象サーバーが追加され、ポートレット・プロデューサ・アプリケーション(ポータル・ツールおよびWSRPツール)および必要なライブラリがデプロイされます。また、PortletスキーマにアクセスするためのJDBCデータ・ソースも追加されます。

<<レビュー担当者: ポートレット・スキーマはありますか?スキーマ名はPORTALではないですか?

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-25 Portlet Producersテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Portlet Producers - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle Portlet Producersアプリケーション - 11.1.1.0


	
Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.producer_apps_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Discussions Serverテンプレート

Oracle WebCenter PortalのDiscussion Serverテンプレートでは、WC_Collaboration管理対象サーバーが追加され、ディスカッション・アプリケーションがデプロイされます。また、ディスカッション・スキーマにアクセスするためのJDBCデータ・ソースも追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-26 Discussions Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Discussion Server - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.owc_discussions_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Custom Portalテンプレート

Oracle WebCenter PortalのCustom Portalテンプレートでは、WC_CustomPortal管理対象サーバーが追加されます。また、Oracle WebCenter Portal、ポートレット、アクティビティ、およびMDSスキーマにアクセスするためのJDBCデータ・ソースも追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-27 Custom Portalテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Custom Portal - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle WebCenter Framework


	
Oracle WSM Policy Manager





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_custom_portal_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Custom Services Producerテンプレート

Oracle WebCenter PortalのCustom Services Producerテンプレートでは、WC_CustomServicesProducer管理対象サーバーが追加されます。また、WebCenter、アクティビティおよびMDSスキーマにアクセスするためのJDBCデータ・ソースも追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-28 Custom Producerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Custom Services Producer - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle WebCenter Services Producerコンポーネント


	
Oracle WSM Policy Manager





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_custom_services_producer_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Analyticsテンプレート

Oracle WebCenter PortalのAnalyticsテンプレートは、WC_UtilitiesサーバーとActivitiesデータ・ソースを追加し、Analyticsアプリケーションと依存テンプレートを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-29 Analyticsテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Analytics Collector - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.analyticscollector_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Activity Graphテンプレート

Oracle WebCenter PortalのActivity Graphテンプレートは、Activity Graphアプリケーションおよび依存テンプレートを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-30 Activity Graphテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Activity Graph Engines - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle WebCenter Analytics Collector - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.activitygraph_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Pagelet Producerテンプレート

Oracle WebCenter PortalのPagelet Producerテンプレートは、WC_PortletサーバーとPagelets用MDSスキーマを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-31 Pagelet Producerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Pagelet Producer - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.pagelet-producer_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Personalization Serverテンプレート

Oracle WebCenter PortalのPersonalization Serverテンプレートは、Oracle WebCenter PortalのPersonalizationアプリケーション、WC_Utilitiesサーバー、Personalizationデータ・ソース(WebCenterスキーマを使用)、Personalization用MDS、および依存テンプレートを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-32 Personalization Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Personalization - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wcps_template_11.1.1.jar












Oracle WebCenter Portal: Services Portletsテンプレート

Oracle WebCenter PortalのServices Portletsテンプレートは、WC_Portletを追加し、Services Producerアプリケーションをデプロイします。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-33 Services Portletsテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Services Portlets - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
Oracle WebCenter Services Producerコンポーネント - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WC_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_services_producer_template_11.1.1.jar














Oracle Identity Managementテンプレート

この項では、次のOracle Identity Management (IDM)テンプレートについて説明します。

	
Oracle IDM Commonテンプレート


	
Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレート


	
Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレート


	
Oracle Adaptive Access Manager Offlineテンプレート


	
Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレート


	
Oracle Identity Managerテンプレート


	
Oracle Entitlements Serverテンプレート


	
Oracle Authorization Policy Managerテンプレート(Apache Derby)


	
Oracle Entitlements Server WebLogic Security Moduleテンプレート


	
Oracle Identity Navigatorテンプレート







	
注意:

他のIDMテンプレートの依存先としてリストされるOracle IDM Commonテンプレートは、内部テンプレートです。これは、構成ウィザード内の他のIDMテンプレートを選択した場合、またはWLSTスクリプトでIDMテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。









Oracle IDM Commonテンプレート

このテンプレートでは、JRFに存在しないIDMシェルおよび他のIDM全体の共通インフラストラクチャ・コンポーネントが提供されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-34 Oracle IDM Commonテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.1


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/idm_common_template_11.1.1.jar












Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレート

Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレートでは、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM)管理サーバー・アプリケーションが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-35 Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Adaptive Access Manager Admin Server - 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
+ Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oaam_admin_11.1.1.3.0_template.jar












Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレート

Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレートでは、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM)サーバー・アプリケーションが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-36 Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Adaptive Access Manager - Server 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
+ Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.2.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oaam_server_11.1.1.3.0_template.jar












Oracle Adaptive Access Manager Offlineテンプレート

Oracle Adaptive Access Manager Offlineテンプレートでは、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM) Offlineアプリケーションが既存ドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-37 Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Adaptive Access Manager Offline 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
+ Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.2.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oaam_offline_11.1.1.3.0_template.jar












Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレート

Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレートでは、Oracle Access Manager (OAM)サーバーが既存のドメインに追加されます。また、ドメインにOAMアプリケーションおよび認証プロバイダも追加されます。これには、JDBCデータ・ソースおよび関連JDBCコンポーネント・スキーマが含まれます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-38 Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Access Manager with File Policy Store 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.2.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oam_ds_11.1.1.3.0_template.jar












Oracle Identity Managerテンプレート

Oracle Identity Managerテンプレートでは、Oracle Identity Management (OIM)アプリケーションとともに必要なJDBCおよびJMSリソースが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-39 Oracle Identity Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Identity Manager - 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.2.0


	
+ Oracle SOA Suite - 11.1.1.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oim_11.1.1.3.0_template.jar












Oracle Entitlements Serverテンプレート

Oracle Entitlements Serverテンプレートでは、Oracle Entitlements Serverがデプロイして構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-40 Oracle Authorization Policy Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Entitlements Server - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.apm_11.1.1.3.0_template.jar












Oracle Authorization Policy Managerテンプレート(Apache Derby)

Apache Derby (Oracle WebLogic Serverインストールに含まれる評価データベース)を使用する場合、Oracle Authorization Policy Manager (Apache Derby)テンプレートを使用してOracle Entitlements Serverをデプロイして構成する必要があります。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-41 Oracle Authorization Policy Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Entitlements Server Security Module - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.apm_11.1.1.3.0_template_derby.jar












Oracle Entitlements Server WebLogic Security Moduleテンプレート

Oracle Entitlements Server WebLogic Security Moduleテンプレートでは、Oracle Entitlements Server Clientがデプロイして構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-42 Oracle Entitlements Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Entitlements Server WebLogic Security Module - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oes.sm.wls_template_11.1.1.jar












Oracle Identity Navigatorテンプレート

Oracle Identity Navigatorテンプレートでは、Oracle Identity Navigatorアプリケーションが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-43 Oracle Identity Navigatorテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.2.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oinav_11.1.1.3.0_template.jar














Oracle Data Integratorテンプレート

この項では、次のOracle Data Integratorテンプレートについて説明します。

	
Oracle Data Integrator Agentテンプレート


	
Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレート


	
Oracle Data Integrator Consoleテンプレート


	
Oracle Data Integrator SDK Web Servicesテンプレート


	
Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレート


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレート







	
注意:

ODI Master Datasourceテンプレート、ODI Baseテンプレート、ODI Work Datatsourceテンプレートは内部テンプレートで、他のOracle Data Integratorテンプレートにとっての依存先としてリストされます。構成ウィザード内の他のODIテンプレートを選択した場合、またはWLSTスクリプトでODIテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。









Oracle Data Integrator Agentテンプレート

Oracle Data Integrator Agentテンプレートでは、ライブラリとODI Masterリポジトリ・データ・ソースが必要なODIエージェント・アプリケーションがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-44 Oracle Data Integrator Agentテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator Agent - 11.1.1.5.0


	
テンプレート依存

	
	
ODI Agent Librariesテンプレート


	
ODI Master Datasourceテンプレート





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/agent_template.jar












Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレート

Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレートでは、ODIエージェントに必要な共有ライブラリがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-45 Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator Agent Libraries - 11.1.1.5.0


	
テンプレート依存

	
	
ODI Baseテンプレート





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/agent_libraries_template.jar












Oracle Data Integrator Consoleテンプレート

Oracle Data Integrator Consoleテンプレートでは、ODI Consoleアプリケーションがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-46 Oracle Data Integrator Consoleテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator Console - 11.1.1.5.0


	
テンプレート依存

	
	
ODI Work Datasource





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/repository_explorer_template.jar












Oracle Data Integrator SDK Web Servicesテンプレート

Oracle Data Integrator SDK Web Servicesテンプレートでは、ODI SDK Web Servicesアプリケーションがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-47 Oracle Data Integrator SDK Web Servicesテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator SDK Web Services - 11.1.1.5.0


	
テンプレート依存

	
	
ODI Work Datasource





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/odi_webservices_template.jar












Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレート

Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレートでは、ODI SDK共有ライブラリがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-48 Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator SDK Shared Library - 11.1.1.5.0


	
テンプレート依存

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/odi_sdk_template.jar












Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレート

Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレートでは、Oracle Enterprise Manager用のODIプラグインがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-49 Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ODI - 11.1.1.5.0


	
テンプレート依存

	
	
Oracle Enterprise Manager





	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.emai_odi_template_11.1.1.jar














Oracle JRFおよびJSFテンプレート

この項では、多くのFusion Middleware製品ドメインに必要なリソースを追加するテンプレートについて説明します。ここでは、次のテンプレートを説明します。

	
Oracle JRFテンプレート


	
Oracle JRF Asynchronous Web Servicesテンプレート


	
JSFDomainテンプレート







	
注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。それらを決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。









Oracle JRFテンプレート

Oracle Java Required Files (JRF)テンプレートでは、WebLogic Serverのインストールに含まれないコンポーネントが構成されます。これらのコンポーネントにより、Oracleビジネス・アプリケーションおよびアプリケーション・フレームワークに共通の機能が提供されます。JRFテンプレートに依存するアプリケーションおよびフレームワークの例として、SOA SuiteおよびWebCenterがあります。

JRFテンプレートは、Oracle ADFおよび他のコア・コンポーネントを使用して開発されたアプリケーションを含むドメインを構成するため、独立で使用されることもあります。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-50 Oracle JRFテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/jrf_template_11.1.1.jar












Oracle JRF Asynchronous Web Servicesテンプレート

Oracle JRF Asynchronous Web Servicesテンプレートでは、WebLogic Serverドメインで実行されるJRF Asynchronous Webサービスに必要なデフォルトのJMSリソースが作成されます。このテンプレートでは、ドメイン内のクラスタに必要なJMS UDD (共通分散宛先)は作成されません。デフォルトのJMS UDDを作成するため、jrfws-async-createUDDs.pyという別個のWLSTスクリプトが提供されています。

このテンプレートは、ドメイン内の非クラスタ・サーバーにターゲット指定する必要があります。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-51 Oracle JRF Asynchronous Web Servicesテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle JRF Web Services Asynchronous Services - 11.1.1.0


	
テンプレート依存

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
MW_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.jrf.ws.async_template_11.1.1.jar












JSFDomainテンプレート

JDeveloperをJava EEロールで起動すると、JSFDomainテンプレートは、Java EEロールでJSFアプリケーションを実行するために必要な共有ライブラリを提供します。JDeveloperがデフォルトのロールで実行されている場合(Studio Edition)、JRFによってADFFaces Richclientを実行するための共有ライブラリが提供されるので、JSFDomainテンプレートは必要ありません。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-52 JSFドメイン・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
ドメイン


	
テンプレート名とバージョン

	
JSFDomain 9.0.0.0


	
テンプレート依存

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/jdeveloper/common/templates/domains/jsf_template_1.2.9.0.jar
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